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東 2014）、短期的であっても、見知らぬ若者たちと奇妙なつながりを編んでいることにつ
いて、より深い考察が可能となってくるのではないだろうか。そこでの若者と老年者の関
係はいかなるものなのか、「沖縄的な老い」とはどのように異なるのかも気になるところで
ある。 
このように格安宿泊施設に住む老年者に限らず、本書のなかに登場する老年者たちは、
社会変化のなかの老年者の失墜という「大きな物語」のなかに完全に呑みこまれているよ
うには私には見えなかった。菅沼は老年者が「大きな物語」のなかを生きていることを強
調したが、本書には「大きな物語」に収斂しえない、「小さな物語」が無数にちりばめられ
ている。その「小さな物語」を拾い上げていくことが、実は行政の思惑からはずれるよう
な新たな老年者の役割を形成し、定義づけなおしていく足がかりとなるのではないだろう
か。 
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